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 第 5 章では，第 4 章と同様の仰臥位での上肢作業を対象に，作業位置と頭頸部および体
幹部の負担の関係を評価している．そのため，頭部と胸部の姿勢計測および筋電図と体圧
分布の計測を行った．その結果，作業位置が高い条件では，頭部と上体の前屈角やひねり
角の増加がみられ，頭部接触点の消失や胸部作用点の大きな変位，および頸部や腰部の筋
負担の増加も確認された． 
第 6 章では，総括として各章の結果をまとめ，本研究の成果がより精緻で多様な作業負
担評価に寄与することを示し，さらに今後の展望について論じている．  
 
